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2. 0/1事さ I.Omm, group I)，扇平形状（同2.5/0. 8m, group I）とした2種， taper比（先端と基部の寸法







0. 8・I.0のl慣で大きくなった．疲労試験ではgroupIのtaper比I.0' 0. 8' 0. 6の破断しない最大の変
位量はそれぞれ0.50, 0. 70, 0. 85mmであり，同一形態のCoCr合金と同等の値を示した．三次元有限
要素法解析では全ての断面形状でtaper比が減少すると基部から先端方向に応力が分散し，taper比0.6 
で最小の主応力値を示した．
［結論］ Ce-TZP/Aクラスプを想定した条件下では基部断面の幅2.Omm，厚さ I.Om, taper比0.6の試
料片が最適な屈曲特性を示し，臨床で想定される着脱時の繰り返し変位に起因する疲労破壊に耐えうる
ことが示唆された．
